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NEWS LETTER
8月、夏のお盆休みはみなさんどんなスケジュールでしょうか。ラッシュは子育て中のママ社員も多く、子どもたちは一足先に、

7月20日から夏休みに入っています。みんな、それぞれの家庭で色々な工夫をしながら、子どもが夏休みでも出社して

仕事をしてくれています。私自身も1歳5ヶ月の孫と過ごしていると、目が離せなくて本当に家事もままならない状況になります。

25年前、自分がどうやって仕事をしながら家事や2人の子どもの育児をしてきたのか自分ごとながら不思議でたまりません（笑）

働くお母さんは本当に偉大です。

さて、今回は経営者として「こんな社員は困る」という例を1つお話します。

それは、なんでも「私が」「私は」という自分を主語でものを考え、行動する社員、です。

会社はあなたがやりたいことだけをやる場ではない、という話を、私はよく大学の講義で学生さん達にします。

会社の中で起こる色々なことを「私が」といういち社員の個人視点で語られたら、経営者はたまりません。

自分もOL時代にはそんな「困った社員」だった面があったなぁ、と今は反省しきりですが、ひとりひとりの社員が「会社」を

主語にして物事を考えられる組織になれたら、会社として本当に最強だと思います。

「私は」この仕事は苦手なので嫌です、「私は」やったことがないのでわかりません、というのではなく、「会社は」この仕事で

お客様の役に立つ、「会社は」過去の先輩がこういう風にやってきた、と考えていくことが、会社に求められる

優秀な社員の像だと私は考えています。

株式会社などの「法人」とは、一定の活動を営む組織が法律上で人格を認められ、

権利・義務の主体となる権利能力を与えられたものを言います。

そして、この権利能力のことを「法人格」といいます。 

会社は人ではないですが、人のような権利能力を有しているという体で、

社会から「人格」という扱いをされるわけですから、社員が自分の会社に対して、

自分ではなく、いわば社員共有での「ラッシュちゃん」という人格を意識でき、

常に「ラッシュちゃん」を主語にして物事を考えていける状態を目指したいものです。

そして、会社はそうやって社員が積みあげてくれた利益を、貢献度や役割に応じて、

適切に配分していくことが正しい姿だと私は考えています。

Rush Member File #12
Eri Sakaguchi Birth : 10/2 Blood type :O

Q. 最近はまっていること / 休日に早起きして映画館かカラオケに行くこと

Q. 今欲しい物 / 車  Q. 好きな音楽 / ジャニーズ全般・L'Arc～en～Ciel

Q. ラッシュメンバーに一言！ / まだまだ至らないことばかりですが、
　　　　　　　　　　　　　　　 これからもどうぞ宜しくお願い致します！

サッカー観戦が
好きなので

スタジアムへも
行きます☆

関ジャニ∞の
ライブに

行くことが私の
生きがいです！
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